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「
衛
星
タ
イ
タ
ン
の
あ
る
朝

紹
介
文
」

岡
和
田
晃

こ
の
フ
ル
カ
ラ
ー
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
、
蔵
原
大
と
齋
藤
路
恵
の
合
作
小
説
「
衛
星
タ
イ
タ
ン
の
あ

る
朝
」
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
作
は
主
に
『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』
の
基
本
的
な
世
界
観
と
、
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
サ

イ
バ
ー
民
主
主
義
が
融
合
し
た
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
志
向
の
衛
星
タ
イ
タ
ン
の
設
定
を
紹
介
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』
で
は
、
ゲ
ー
ム
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
秘
密
結
社
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
の

一
員
で
あ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
創
造
し
、
人
類
を
絶
滅
の
危
機
か
ら
救
う
と
い
う
の
が
推
奨
冒
険
ス
タ

イ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
外
の
設
定
を
使
っ
て
物
語
を
創
り
出
す
こ
と
も
可
能
だ
。
こ
の
小
説
に
登
場
す

る
シ
ャ
ロ
ン
＝
孫
と
彼
女
の
会
社
で
あ
る
Ｓ
Ｓ
Ｓ
は
、
ま
さ
に
そ
の
実
例
を
示
し
た
も
の
。
一
風
変
わ

っ
た
経
歴
の
人
物
だ
が

『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』
の
包
容
力
あ
る
世
界
観
は
、
こ
う
し
た
複
雑

、

な
人
物
造
形
を
も
許
容
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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な
お
、
各
種
専
門
用
語
に
つ
い
て
は
、
仲
知
喜
と
蔵
原
大
の
合
作
小
説
「
Ｄ
Ｏ
Ｇ

Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｅ

犬

の
話
」
に
付
記
さ
れ
て
い
る
用
語
集
に
も
詳
し
い
解
説
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
併
せ
て
参
照
さ
れ

た
い
。

本
稿
の
初
出
は
２
０
１
１
年
６
月
に
限
定
発
行
さ
れ
た
フ
ァ
ン
ジ
ン
『Ec

li
ps
e
Ph
a
se

I
nt
ro
du
c

ti
o
n
B
oo
k
f
or

20
11

Ja
p
an
es
e

（An
al
o
g
G
am
e
S
tu
di
e
s

＆

戦
鎚
傭
兵
団
制
作
）
の
巻
頭
に

』

収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
「S

F
P
ro
lo
gu
e
W
av
e

」
に
再
掲
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
一
部
修
正
が

加
え
ら
れ
て
い
る
。

蔵
原
大
は
史
学
研
究
者
。
戦
略
学
／
歴
史
学
の
立
場
か
ら
１
９
世
紀
以
来
の
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
の
研
究

を
学
術
雑
誌
に
発
表
し
て
お
り
、
戦
略
学
関
係
の
翻
訳
書
も
あ
る
。
本
稿
を
お
読
み
の
方
に
は
お
わ
か

り
の
と
お
り
、
年
季
の
入
っ
た
Ｓ
Ｆ
フ
ァ
ン
で
も
あ
る
。
齋
藤
路
恵
は
「An

a
lo
g
G
am
e
S
t
ud
ie
s

」

や
「G

am
e
Co
mm
u
ni
ty

S
um
mi
t
2
01
2

」
な
ど
で
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
・
リ
ア
リ
テ
ィ
・
ゲ
ー
ム
（
Ａ
Ｒ

Ｇ
）
の
論
考
等
を
発
表
し
て
い
る
気
鋭
の
論
客
。
本
稿
で
は
主
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
し
た
部
分
の
執
筆

と
考
証
を
担
当
し
て
い
る
。

な
お

『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』
の
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
収
録
の
イ
ラ
ス
ト
に
加
え

「
黄
泉
の
縁

、

、
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を
巡
る
」
の
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
を
担
当
し
て
い
る
小
珠
泰
之
介
の
イ
ラ
ス
ト
が
入
っ
て
い
る
の
も
見
逃
せ

な
い
と
こ
ろ
だ
。


